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199:年豪雪

1   は じめに

1995年 12月 上旬か ら降 り始めた雪は,そ

の後 も断続的に降 り続けて記録的な豪雪と

な り,市民生活を直撃 した。吹雪による交

通網の混乱は,通勤や通学へ影響を及ぼす
と伴に,流通へ も大きな影響を与えた。 ド
カ雪に十分に対応 しきれない除排雪作業の

遅れは,緊急車両の運行やゴ ミ収集に大き

な支障をきた し (写 真 1参照),市 民生活
に不安を与えた。さらに,老 人世帯では ,

屋根の雪下ろ しや建物周辺の除雪 もままな

らない状態で住宅 も雪に埋 もれ (写 真 2参

照),ま た,介 護活動へ も支障をきた し,
豪雪は弱者へ容赦な く襲いかかった。筆者

らは,こ れまで冬期間の防災対策の不十分

な状況を指摘 してきたが
123),今

冬の市

街地を襲 った豪雪は,冬 期間の生活を維持

するための交通網の確保 ,除排雪体制等を

含めた防災対策を改めて考える機会となっ

た。

写真 1 取 り残 された住宅地のごみ

(札 幌市手稲区前田 )

した雪害(その1)

このよ うな背景か ら,本調査では,こ れ

らの市街地で発生 した雪害状況を明らかに

し,冬期間における防災対策の検討資料を

得ることを目的に,気象的背景および新聞

に掲載された雪害事象記事を分析 し, さら

に,人身事故の発生状況について分析 した。

本報では,気象的背景および新聞に掲載さ

れた雪害事象について報告する。

2.調 査方法
1996年豪雪における気象的背景を明 らか

にするため,財団法人 日本気象協会の気象

表 (観 測地 ,札 幌 )を用い,1995年 12月 ～

1996年 2月 の札幌圏における降雪深さ,最

深積雪深,平均気温および平均風速の状況

を分析 した。 さらに,市街地で発生 した雪

害状況の資料を得るため,秋 田谷 らの研究

を参考に北海道新聞の縮刷版の 1995年 12月

～ 1996年 3月 の朝刊および夕刊を対象に雪

害事象記事を抽出し分析 した
。)。

雪に埋もれた老人世帯の住む市営

住宅 (札 幌市手稲区の市営住宅 )
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写真 2



3 研究結果
31気象概要

札幌の気象状況をみると,以 下のように

なる。 12月 ～ 2月 の降積雪状況を図 1に 示

す。図のように,12月 の降雪状況は 12月 8

日か ら断続的に降雪が続き,累 積降雪針は

256cmに 達 し,平年値 (100Cm)の 25倍以上

とな り,観測史上最大値を示 した。また ,

12日 ～ 26日 まで連続 して降雪現象が発生 し,

降雪深は 232cmと なった。また,12日 に発

生 した 日降雪深51cmは ,観測史上第 2位の

記録 とな った。 1, 2月 の降雪状況 も12月

と同様 に断続的に降雪が続き,累 積降雪深

は 12月 と同様に平年値を上回った。次に ,

12月 ～ 2月 の平均風速および平均気温を図

2に 示す。図のように, この間の平均風速

は各月とも平年値よ り大きい値を示 し,平

均気温は,各月とも平年値よ り 1℃ 前後暖

かい状況であ った。吹雪の発生状況を見る

と,12月 の平均気温は平年値 (14℃ )に

比べて高 く,吹雪の発生が少ない条件下で

あった。 1, 2月 になると,平均気温が

35℃ 前後まで下が り, 日降雪深 10Cm以 上

の 日における最大風速 (10分 間平均 )も 5m

/s以 上の場合が多 くみ られ,吹雪の発生 し

やすい条件下であったと言える。

32新聞 に掲載された雪害事象

1995年 12月 ～ 1996年 3月 の間に北海道新

聞 (朝 刊 ,夕 刊)に 掲載 された「雪に関す

る事象」を抽出 し分析 した。今冬期最初に

掲載 された記事は,12月 10日 の「弟子屈町

美幌峠で発生 した雪崩に除雪車が飲み込ま

れたが,無線で救助を求めて救出された。 J

という内容の記事であった。そ して,最後

に掲載 された記事は, 3月 16日 の「札幌市

内の川が融雪によ り水位が上昇 した。」と

いう内容の記事であった。 この間における
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図 1 降積雪 1大 況 (199512～ 19962)

1995

図 2 平均風速および平均気温の状況

(199512～ 19962)
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図 3 新聞掲載件数の推移状況
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「雪に関する事象記事」の掲載件数は 217

件 とな り,札幌圏で発生 した事象を取 り扱
ったものが最 も多い状況であった。掲載件

数の推移状況を各月の上旬,中旬および下

旬ごとに集計すると図 3の よ うになる。図

のように,掲載数は 12月 上旬の 1件 か ら 1

月中旬の 46件まで急激に増加 し最大となっ

た。その後は, 2月 上旬で26件 とな り, 2

月中旬を過ぎて 10件 以下となっている。

次に,掲載内容を「人身事故」,「交通」 ,

「除排雪」,「気象」,「建物倒壊」およ
び「その他」の 6項 目に分類 し,各月ごと
の掲載状況をみると図 4の よ うになる。図

のように,交通に関する事象の掲載数が 75 図 4 掲載内容別の掲載状況

人身事故

交通

除排雪

気象

建物倒壊

その他

60      80

掲載数 (件 )

表 1 掲載記事の主な内容
12月 1月 2月

身

事

故

雪崩 除雪車飲み込む
除雪作業中にはねられ死亡

終業式 登校中の小 5
除雪車にひかれ重体

除雪に疲れ車内でCO中毒死
除雪作業中融雷層に転落 し死亡

除雪中カス爆発 生婦死亡
車内で 2幼児CO中毒
排雪誘導中ダンプにひかれ即死

雪崩で男性生き埋めに

除雷作業の男性死亡

生き埋め 4時間68歳助かつた

で 1

交

通

師走の ドカ雪「足J直撃
」R4万 5千人混舌L
「新千歳」 100便欠航

新千歳で150人 薇夜

道央道奈井江玉突25台 13人けが
｀
冬台風・道央まひUR線高波で陥浚

猛吹雪未明の国道ラジオ情報入らず

雪中8時 lB5立 ち往生

小樽 後志陸の孤島
」R運休536本に

交通寸断 対策不足の・ 人災・

情報まひ

運休決定利用客は知らず

除

排

雪

足りぬ排雪場

市民生活「ダウン寸前」

排雪遅れ年越しも

進まぬ除雪にいらだち

現場に着けぬ除雪車

ホL幌市000台投入

排雪場も困った 3カ 所バンク寸前
市 雪捨て場を増設

除

"1雪

費既に78億円

流雪溝整備に期待増す

雪捨て場ヘダン

うろうろ

象

札幌で39cm 石狩に大雪
低気圧に強い寒気

少雪地帯に猛威

・ 冬台風―過
‐
の実み

市民生活ほほ平常に

ネし幌の累積降雪深早くも昨冬を突破

冷え込み今冬一番

札幌の ドカ雪はやひと冬分

道東中心に大雪

雪解けで水位上昇

建

物

倒

(掲載なし)

落雷にSOS カス管破損 灯油漏れ 積,180cm屋根落ちる
カツリンスタンドの晨根

雪の重みで落下

(掲 載なし)

そ

の

他

大雪で暖房フル稼働

最大日電力量更新

」AF救助要請相次ぐ
ドカ雪の影響深刻に

教急 ごみ収集 ビンチ

市防災計画「初動体需1強化に重点

陸自が災害出動

ホL幌市18年ぶりに要請

オt幌市「緊急対策本部」設置

道が対策会議

雪におびえた生活弱者

最大日電力量寒さで新記録

岩見沢三笠 自衛隊派遣を
要請

ホし幌で ドカ雪シンポ

パ トロールを強化
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件 と最 も多 く,次 いで,除排雪に関する事

象が50件 とな り,こ れ らで,全体の半数以

上を占めていることがわかる。掲載記事の

主な内容を見ると表 1の ようになる。表の

ように,住宅地における雪捨て場の問題や ,

ごみ収集の遅れに関す る問題,緊 急車両の

到着遅延の問題などが多 く見られる。 さら

に,交通 と除排雪の問題が複合 した事例で ,

除排雪の遅れが交通網の麻痺を引き起こし,

独居老人宅への配食サービスやヘルパーな

どが訪間できな くなったことや,人工透析

患者が透析を受けられないなどの問題を深

刻に報 した記事 もあった。人身事故に関す

る掲載記事は,融 雪槽への転落事故や,車

中などでの一酸化炭素中毒などの二次的事

故が発生することを報 した記事があった。

その他の内容に関する掲載記事と しては ,

豪雪に対する行政などの対応に関するもの

で,札 幌市の緊急雪害対策本部の設置,陸

上 自衛隊への災害派遣要請や,通 行止め中

の高速道路における緊急車両に対する特別

措置などに関する記事 と,豪雪に対する行

政などの対応の遅さに対する住民の不満に

関する記事などが取 り上げられ,特 に,社

会福祉や緊急車両への対応,災 害医療に対

写真 4 雪に埋没 した消火栓を掘 り起 こし

ての消火活動 (札 幌市西区発寒 )
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する問題や写真 3に 見 られるように,消 火

栓が雪に埋 もれるなどの事象は問題視 され ,

冬期間における防災対策の再考を指摘する

記事があ り,多 くの問題提起がされた。

4 まとめ
1995年 12月 ～1996年 2月 にかけておこっ

た豪雪は,平年より多量の降雪があったこ

とはもとより,平年 , 1, 2月 に集中する

降雪が 12月 に集中 したために行政をは じめ

とする様 々な機関で,そ の対応が遅れたこ

とは明らかである。さらに,新 聞に掲載 さ

れた雪に関する事象の掲載数をみると,交

通に関する雪害と,除排雪や人身事故に関

する雪害の掲載が半数以上を占め,人 々の

生活の多方面にわたり影響を与えた。 さら

に,今冬の豪雪による雪害の一部は,近年 ,

寡雪年が続き,防災対策に対する意識が薄

れていた社会によっておきた人災的側面を

有するとも言える。このようなことから ,

社会福祉や緊急車両への対応 ,災 害医療な

どに対する多 くの問題提起がされた。冬期

間における防災対策の再考によって,事前
の初期対応がなされることによ り,被害の

減少につながるであろう。

【参考文献】

1)山 形敏明他 1名 :冬期間における避難
施設の現状と対策について, 日本雪工
学会誌,Vol.12 No.2,pp3-10,1996.3
2)山形敏明他 2名 :北海道における雪害
に関する基礎的研究, 日本建築学会計
画系論文報告集,第 447号 ,pp61-68,
1993.5

3)細川和彦他 2名 :積雪地域における冬
期間の防災対策に関する基礎的研究 ,

日本建築学会北海道支部研究報告集 ,

pp161-164, 1996.3

4)秋田谷英次他 1名 :新聞から見た北海
道の雪氷災害,北海道自然災害科学資
料センター報告 4,pp.3-10,1989

-15-

，
　

４

″

一


